河川の通水機能を持つ羽田空港D滑走路 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
レポート・トピックス タイトルをクリックすると 各項目にジャンプします
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日本と世界の領域別文献数（2007 年）













調査は、日本を含む 80 を超える国からの 2,700 名以















































1）　A Census of Marine Biodiversity Knowledge, Resources, and Future Challenges. Costello MJ et al, PloS ONE, 5 
（8）：e12110（2010）
2）　Marine Biodiversity in Japanese Waters. Fujioka K et al, PloS ONE, 5（8）：e11836
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トピックス2　3D放送の新たな映像配置フォーマット




書き換えるだけで、従来の TV受像機でも 3D放送を 2次元映像として、通常どおりの視聴が可能となる。
（伊）Sisvel Technology 社は、3D 放送の新たな映
像配置フォーマット「3D Tile Format」を開発し 1）、
2010 年 9 月 3 ～ 8 日にベルリンで開催された国際コン
シュー マエレクトロニクス展 IFA20102）で展示発表した。





















ョン規格（1920×1080 画素）のフレームを図表 2 のよう
に分割し、左上方の1280×720 画素のハイビジョン映
像をそのまま 2 次元用および左目用に使用し、残りの


























































































1）　Wei-Jun Cai et al.”Decrease in the CO2 Uptake Capacity in an Ice-Free Arctic Ocean Basin”, Science., Vol.329, 
5991（2010）
2）　 D.G.Boyce et al.”Global phytoplankton decline over the past century”, Nature., Vol.466, 591（2010）





























で 16MW 相当の出力増となり、年間 6,000 万 kWh の
電力が新たに得られるが、水素は燃焼しても CO2 が
発生しないため、同量の電力を火力発電によって得る
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2010 年ノーベル賞 自然科学 3 部門の受賞者決まる










1950 年代という早い時期から、Edwards 氏には IVF が不妊治療として有効であると
いう先見の明があった。同氏は体系的に研究を進め、ヒトの受精についての重要な法則
を見つけ出し、試験管内でヒトの卵子と精子を受精させることに成功し 1、2）、IVF の技
術を開発した。その後、1978 年 7 月 25 日、世界で初めて IVF による「試験管ベイビー」
が誕生した。さらに、同氏と共同研究者は IVF の技術を改良し、世界中の研究者とその
技術を分かち合った。
現在までに約 400 万人が IVF によって誕生し、その多くが健常人として生活を送って





　2010 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
10 月 4 日にスウェーデン カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー
から 5 日に物理学賞、6 日に化学賞が発表された。以下に受賞者と受賞理由について紹介する。
自然科学 3 部門受賞者と受賞理由の概要
参考文献
1）　 Edwards RG, et al. Early stages of fertilization in vitro of human oocytes matured in vitro. （in 
vitro で成熟したヒト卵子の in vitro での受精の初期段階） Nature 1969；221：632─635
2）　 Edwards RG, et al. Fertilization and cleavage in vitro of preovulator human oocytes. （排卵前のヒ
ト卵子の in vitro での受精と卵割） Nature 1970；227：1307─1309































1）　 K. S. Novoselov, A. K. Geim, S. V. Morozov, D. Jiang, Y. Zhang, S. V. Dubonos, I. V. Grigorieva, 
and A. A. Firsov, “ Electric Field Effect in Atomically Thin Carbon Films” Science 306, 666 
（2004）
2）　 「科学技術動向」、トピックス（2006 年 9 月号、2007 年 6 月号、他）、レポート（2010 年 5 月号）
など
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　2008 年 6 月 17 日に、国際産学
官ナノテクノロジー連携拠点とし
て、「つくばイノベーションアリー












































































































































円で約 4000 億円以上（うち約 1000
出典：産業構造ビジョン資料（2010 年 6月）、経済産業省
図表 1　産業構造ビジョンの資料より（2010 年 6 月 経済産業省）
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and Nanotechnology Center）と 
いう産学官ナノテクノロジー研究
セ ン タ ー が 設 立 さ れ て い る。
MINATEC は中央政府の対仏投資
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値創造を行う More than Moore と
呼ばれる領域、さらには全く新し
い原理や材料を用いて新規のデバ
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　 例 え ば、Albany・MINATEC・

































































































































































































スタイルを採る。Albany が 250 社
以 上、MINATEC も 250 社 以 上、





国 Albany の拠点では IBM 社の研
究開発組織が非常に深く入り込み、



















4）　産業競争力懇談会（COCN：Council on Competitiveness-Nippon） ホームページ
　　http://www.cocn.jp/
5）　経団連ホームページ　http://www.keidanren.or.jp/indexj.html
6）　「フランスの科学技術・イノベーション政策動向」, 小笠原敦 , 科学技術動向（2002）
　　http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt012j/feature5.html
7）　第 2 回コーディネータネットワーク筑波会議講演資料 , 筑波研究学園都市交流協議会 , 2010 年 1 月 27 日
　　http://www.tsukuba-network.jp/sangakukan/No2coordinatornetwork_shiryo.htm
8）　「イノベーション創出の方法論」、工業調査会、2007 年 4 月
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図表 1　日本と世界の領域別文献数の比較（1992 年→2007 年）
参考文献2）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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日本の電気電子・情報通信分野における研究活動の変化
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5   大学における変化
　図表 6 には、年間文献数が 5 以
上の大学とその文献数の推移を示
す。年間文献数が 5 以上の大学の
数は、1992 年に 13、1997 年に 28、
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6   研究者からの意見









































































































































3）　柴山 盛生、『学術雑誌による人文・社会科学分野における国際研究動向の分析、NII journal（2）59 ～ 70、国立情報学
研究所』、2001
4）　Breitzman, A（2010）“Analysis of Patent Referencing to IEEE Papers, Conferences, and Standards 1997─2009”, IEEE
（Report prepared by 1790 Analytics LLC）





8）　IMD WORLD COMPETITIVENESS YEARBOOK 　http://www.imd.ch/wcy10
執筆者プロフィール
白川　展之
総括ユニット
科学技術動向研究センター　上席研究官
広島県職員を経て研究者に。2008年 9月より現職。現在、科学技術予測などに従事。
専門は、公共経営・評価。
農業から保健・医療まで幅広い産業技術分野のマネジメント・産学連携の実務経験から、
科学技術にとどまらないイノベーション政策を幅広く扱う。
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
野村　　稔
科学技術動向研究センター　客員研究官
企業にてコンピュータ設計用 CADの研究開発、ハイ・パ フーォーマンス・コンピュー
ティング領域、ユビキタス領域のビジネス開発に従事後、現職。スーパーコンピュータ、
LSI設計技術等、情報通信分野での科学技術動向に興味を持つ。
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
発の海外流出が進むと、「知の空洞
化」が起きる懸念もある。
　このような研究活動のアウト
プットと産業の実態との関連性を
産学官の関係者の間で議論し、あ
らためて今後の日本全体としての
研究活動の方向性を考えていくこ
とが必要ではないだろうか。
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